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4 研究活動の競要
4 -1 個別報告
天国高白，教授
1 .雲仙水無}1を事例として火砕流堆積物の侵食機構に関する研究をおこなった O
2. 粘着性地盤の侵食に関する基礎的研究O
沖縄の赤土砂を材料として流域管理の視点から実験的検討を行った O
3. G 1 Sによる牛吉川流域の崩壊危険度評価を行い，砂訪霞際シンポジウム論文とし
てとりまとめた O
4. 災害矯報システムの構築に関する研究(土木研究所と共同研究〉
前年度に続いて地すべり崩壊の予知，予測に関する検討を行ったO
5. 利根)1¥支渓神流J1のリフレッシュ砂訪計画に関する研究を行った O
6. 渓流河道内の治水機能に関する研究(科研費一般 C)の成果を報告審としてとりま
とめた O
7. 滑)1¥の再生に関する研究を行った O
8. 砂防学会理事，編集部長， [""砂防学会賞J選考委員会委員長等学会活動を行った O
市原恒一，助教授
1 .森林公菌の計画・設計
①森林公爵の遊歩道やハイキングコースの計蕗・設計に供する基礎的資料を得るため，
傾斜地歩行者の運動方程式を導き，締と足の関節部にかかるトルクを推定した O
②ニューラルネットワークを用いた森林風景の選択システムを構築した O ネットワー
クの構造とウエイトを遺伝的アルゴリズムにより求めた O
2. 林道の保全
①復合タンクモデルを用いた林道の排水施設に流入する降雨水量の算定法を提案した O
タンクモデルの構造とパラメータを遺伝的アルゴリズムにより推定した O
②パラメータ変動型タンクモデルを提案した G このモデルは孔係数と孔の高さが降雨
強度および流出量により時々刻々変動するもので，パラメータの値およびタンクの
水位をカルマンフィルタにより推定した O
3. 林業機械
①最近導入されたプロセッサ(自動枝払い・玉切り機〉の振動と騒音の測定をした O
②音の残響特性が人間に与える影響を測定した O 脳波と心泊数を測定して生理的な評
佃iを，ファジィ AHP法を用いて心理的な評価を行った O
伊藤太一，講師
1 . 科研費による B米の国立公国展開過程について関する研究を進め，特に自然環境保全
法とアメリカのウィルダネス法の関係について資料収集及び関連文献データベース作成
をおこなった O
2. フィンランドで開催された IUFRO国際林学研究組織連合会議に参加し，研究発表をおこ
なった。また， レクリエーションと景観管理サブディビジョンのコチェアマンに就任した o
3. 英国の国有林における森林レクリエーション計画および市民参加について調査し，そ
の結果を報告書に纏めた。
4. アメリカ合衆国の先住民居住地域内の保全空間の利用問題についてアリゾナ州を中心
に現地調査を行なった O
5. エコツーリズム手段としての森林鉄道の役割について，国内およびアメリカ合衆国で
現地調査をおこなった。
大坪輝夫，講師
1 .クマハギ紡止忌避剤試験地の薬剤残留効果
近年各地で深刻な問題となっている人工造林地の「クマハギ害」に関しては，井川!演
習林も例外ではなく深刻な状況になっている O 井)1地域では，アカマツには樹皮剥ぎの
被害が見られないことから，忌、避-剤の隠発を目的に，既成の林業用忌避剤による効果の
有無を調べるため，平成 6年 4月下旬に演習林内の被害林分 2箇所に設定した試験地
(全立木に 3メーカーの薬剤 6種類を処理)において，今年度の新たなクマハギ害の確認
調査を実施した O 試験地内では新たな被害は認められなかったが，試験地外局部の林分
ではかなりの立木に被害が認められた O この違いは忌避剤の残留効果によるものと推測
したが，忌避剤の種類別については不明であった O このため次年度に別の無被害林分で
再試験を予定している O
2. 地形形状による最大平均風速出現の差異
演習林内の斜面上に在る固定観測地(現在は毘辺を立木に阻まれている〉のデータで
は，最大平均風速は台風時の14.Om/sの例以外は6""9m/sが大部分である D 無立木地では
どれくらいの嵐が吹くのか，また地形による差異はどうかを調べるために，演習林内中
央部付近の無岳で，ほほ南北に流下する東河内沢を堰止める形に張り出した無岳の尾根
の切り通し部とその上流側約30m下の河原で， 7日巻自記電接計と長期巻電接計を用い
て冬季 1カ月間試験観測をおこなった O 日平均風速では切り通し部は河原のし 45""4.75
倍に，最大平均風速は1.69""3.71倍であった O また最大風速の出現時刻は必ずしも同じ
ではないこと，天気が安定している場合は較差が小さく突風や寒冷前線通過等の不安定
時では地形の影響で大きくなること，較差は風速にほぼ比例する傾向がある等が明らか
になった O 次年度は地形，風向，気象条件との関係を明らかにするため長期間の観測を
行う予定である O
佐久間泰一，講師
1 .耕作放棄水田と悶場整備水準に関する研究
前年度に引き続き，間場の整備水準と耕作放棄水田の関係を定量的に考察し，未整備
水田→耕地整理水田→区画整理水田→居場整備水田と整備水準が高くなるに従って，耕
作放棄率が35.9%→17.5%→1.0%→0.4%と小さくなることがわかり，国場整備が耕作
放棄率を小さくする役割を持つことを示した O
2. 農地の流動化と大区画盛場整備に関する研究
?
?
???
?
( 1 )踊場整備の農地の流動化に対する効果 ①農道〈通作道〉の整備により機械の利
用が可能になる O ②耕区の拡大によって機械の作業能率が向上する O ③耕作地が
集BJ化され耕区間移動時間が短縮する O ③用水改良により代かき・田植え期i習の
自密度が増し，水管理も楽になる O
( 2 )機械の作業能率と懸場条件 2農家 (M氏と E氏〉の大規模経営の植付期の作業
を観察し，機械の作業能率と耕区の大小及び耕作地の分散の関係を定量的に検討
した O
1 )機械の作業能率と耕区の大小
lOa→30a→1haと l耕区が拡大するにしたがって， M氏の代かき及び田植えの作業
能率は1.4倍→1.1倍，1.1倍→1.1倍， E氏ではし 7倍→1.3倍， 1. 4倍→1.1倍と，
lOa →30aより 30a→1haの方は増加率が小さい O
2 )機械の作業能率と耕作地の分散
植付期の移動時間率(移動時間/耕区内作業時間)は， M氏で13%，E氏では8%
となり，耕作地が完全集密化すると，機械の作業能率はM氏で1.3倍， E氏では1.
i倍となり，耕区を30aから 1haに拡大するより効果がある可能性があるという結果
になった O
( 3 )大区画題場整備 lha程度の大区蕗闘場整備を契機に農地の流動化を進めようと
しているが，大規模経営が蔀提になければ大区画臨場整備が進まず，整備後l娃畔
を新たに作り小区画になってしまう O 地主組合のような組織を作り一括して水田
を委託農家に貸すことができればlOha程度の大区画臨場整備が可能である O
日本の平均水田経営規模は 60aで‘あり，農地の集団化は困難で少なくとも 2カ所に分
散することになり，その結果30aが標準区極になる O 経営規模の拡大が， 30a以上の大区
画の前提条件となる O 経営規模が大きくないのに，大区部を作っても中畦ができ小区画
になる。経営規模が，例えば10ha以上に拡大すれば分散していても大区画が可能になる O
10ha以上に経営規模を拡大した事例では， lha， 2ha， 5.5ha， 6.8haなどの大区画が見ら
れた O
3. 大区画の長辺長の制摂要因に関する研究
機械の作業性と区画の平均が，¥Z画の長辺長を制緩するかどうかを検討した O 区画の
長辺長が大きいほど作業効率がよいという結果になり，機械の作業性は区画の長辺長を
制捜しない O 区磁の長辺が250m程度， 1匿函の面積が8ha程度までは均平が可能であるこ
とがわかった O
4. ハス出の国場整備に関する研究
低平地のハス田の闘場整備を引き続き検討し，論文にまとめた O
佐藤政良，助教授
1 .水系の利水管理に関する研究として鬼怒川をとりあげ，取水堰等の施設整備進行によ
る新環境下における利水管理のあり方を，用水の反復利用と水利構造の変化の面から検
討した。
2. 河川の原流量時系列とそれをもとに数値的に合成された時系列との同一性の外部評価
基準として計画必要貯水池容量を導入し， T F法の適用結果の有効性に関する検討を行
? ?
?
?
った O
3. 河川流蚤変動の評価基準として計画必要貯水池容量を使用して，河川流量の特性を0)]
らかにする研究を行った O
4. 水田区画の大規模イヒに伴う水利用の変化と使用水量への影響に関する検討を行った O
5. ヴェトナム紅河デルタにおける水資源管理に関する研究を行った O
塩沢昌，助教授
1 .高層湿原の水循環に関する研究
美l民湿原における地下水位分布の解析によって高層湿原の透水構造と地下水循環の特徴
を明らかにした研究論文を完成させた O また，ここでの現場透水試験の結果を解析し，
学会で発表した O
2. 土壊中の熱移動に関する研究
不述続系モデル土壌(サイズの大きなモデル粒子からなるカラム)における熱伝導実
験の結果を解析し，通常の測定スケールでは熱的に連続体として扱えることを明らかに
した。
3. 土壊水分測定法に関する研究
{土壌標準分析・測定法J 0996年発刊予定〉に，土壌水の水ポテンシャル測定法と
してのサイクロメータ法について分担執筆した O また，誘電率減定 (TDR)による新しい
水分量測定法に関する研究の準備として文献研究と情報収集をした O
杉山博信，助教授
平成 7年度は，提案洪水流出モデルの汎用性の検証と低水流出特性の合理的な拙出法の
確立に眼目を置いた O それらの研究成果の一部は，学術誌に掲載された O
氷鈎揚西郎，教授
1 .大都市における土地税制の研究
都市における投機を目的とする地主の土地留保需要行動とデベロッパーの行動を定式
化し，囲定資産税，みなし課税，収益税の効果について動学的に分析した O
2. 都市における情報通信発援と労働環境の研究
情報発展都市における家計の住宅立地，余暇，および消費行動を分析し，情報通信の
発展が地価の分布，賃金率および交通混雑に与える影響を分析した O
3. 労働市場の日中構造比較
1 9 5 0年代からの中患の労働投入構造を分析し，隠蔽失業率を求め， B本の企業内
失業率の分析結果と比較した O
4. 霞ヶ浦水質最適浄化政策の研究
霞ヶ浦の水質改善を具体的に想定し，水系地域の社会経済モデルの特定化，チッソ，リン
を中心とする汚染物質に起因する環境動態モデルの特定化，さらに環境財評価測定モデ
ルの特定化を行い， シミュレーション分析により最適浄化政策の勤学的分析を行った O
5. 環境付加錨値税の研究
環境への付加価値の分配としての環境付加価値税率を分析した O
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翼薮秀二，講師
1 .池田宏. T. Lisle. ]. Pizzuto. 伊勢屋ふじこらと共南し，筑波大学水程笑験センター
で‘SedimentWaveの伝播に伴う河床形態変化に関する大型水蕗実験を行った。
2. 筑波大学)1上演習林試験流域の水土流出観測を縦続するとともに，この測定データを
使ってSedimentWaveと渓流の瀬一淵構造との関連について検討した O この一部は 11 月
に信州大学農学部で開催された砂防学会ワークショッフ f瀬~灘構造を中心とした河道の
構造と生物の生息環境の関孫j で発表した O
3. 大井}1上流域の土砂流出について検討した O この結果の一部は， 6月に関確された際
床河)1の多自然型川づくりに関する共同研究グループ主催の大井川土砂シンポで発表し
たO また. 8月に開催された砂防国際シンポジウムではCharacteristicsof Wash Load 
Runoff in theむpperRiver Oiといっ表題で発表を行った O
4. 霞ヶ浦流域の水循環からみた整錆計画調査に参加し，水循環と森林との関連を検討し
fこO
足立泰久，助手
1 .舌L流凝集. Rushton型撹祥槽において急速凝集系における凝集迷度の測定を行った u
2. 高分子架橋凝集のダイナミクス.高分子電解質を添加した系において凝集速度の測定
を行い凝集過程における溶存状態のポワマーコンフォメーションの影響が明らかにされ
たO
3. 流れ;場におけるフロックの挙動. ミクロなレベルで流れの可視化手法を適用してフロ
ックの動態を観察する為の装震の開発が行われた O
4. アオコの浮上分離特性.単一総胞レベルでの解析を行う為の沈降顕微鏡を開発し，単
一細胞の沈降速度を測定した O
安部征雄，助教授
1 .土壌内の塩類集積とその対策に関する研究として，土壌表層付近に集積する塩類のス
ティックを用いた捕集法について検討した O
2. 土壌表層に集積した塩類の乾燥地における強い蒸発力利用した除去法について基礎的
な実験を行い，可能性について検討した O
3. 栽培利用年数が異なるハウス内土壌の物理・化学性の相違に関する調査及び実験を実
施した O
4. 生物的炭酸ガス固定に関して，乾燥地域における植林及び珊瑚の利用の可能性につい
て，オーストラリアを対象に調査を行った。
黒石巌，講師
1 .都市環境(大気汚染・ヒートアイランド・大気の乾燥化〉改善の方策として，建物屋
上・外壁面に植物を植栽する環境共生建築物開発の基礎として下記の研究を行った O
A. 既存建物屋上に損傷(亀裂・雨漏り〉を与えない植栽システムを開発し，実用化試
験を行っている O
B. 踏圧を受けた芝地の衰退・枯死原因を実験的に追求し，建物屋上における耐踏圧芝
?
?
?
地造成の為のシステム開発して実用化し，普及を図っている学校校庭の芝生化
.公共緑地の立ち入り自由芝地化・パリヤフリー芝地の検討〉
C. 建物屋上植栽の給排水装置設計の基礎として，蒸発を含む植物生育の必要用水量を
植物種別に測定・検討している O
D. 建物屋上緑化が最上階室温に与える影響を，年閣を通して測定・研究中である O
E. 既存建物屋上に植栽可能な植物の傑索と植栽方法の検討を実施している O
r.空中窒素回定菌による大気浄化の基礎研究を実施中である O
G. 環境問題と新しいコミニケーションの場の創造を指向して，既存建物・集合住宅屋
上の菜鴎・農顕化の基礎実験を実施している O
2. 新開発の短時間汚水浄化装置の処理水を屋上に植栽した植物で 3次処理を行い，この
処理水を雑用水に使用するシステムを開発中 O 最終的には，個別浄化処理水の雑用水化
による水資源の節約と屋上緑化による建物内温度の快適化と冷暖房エネルギーの節約・
都市環境の改善を指向した環境共生型建築物の開発を目指している O
3. 植物による水質浄化の実用化研究の一環として下記の研究を実施中である O
A. 湖岸に浅池を設置し，有用植物を植栽し，抗/j水をポンプアップしてJI頃次下部に流し，
最終的には湖に放水還元する O この特徴は，浅池内に生態系を作り，懸濁物および
溶存窒素・燐とその化合物を除去しようとするもので，この方式を水耕生物擦過法
と称する O 試験の結果， s s量・透視度共に約 3倍の改善が見られ，窒素と燐の除
去率も高い数値を示した O しかし，未だに多くの問題点があり，また， s s量・窒
素・燐の除去率改善の可能性があり，このための研究を続行中である O
B.従来から実施していた筏植栽植物による水質浄化の研究をスケールアップして浮島
植栽植物による水質浄化の研究を開始した O
小池正之，教授
1 . トラクタフレームの合理的設計手法を確立する目的で，計算力学的接近による最適形
状解析を行っている O 本年度はモノコック型フレームの静的弾塑性解析を行い，その固
有の形態に係わる詳細な強度設計情報を得る作業を実施した O 具体的には，当該フレー
ムの形状をシェル要素で構築し，差動装置部の側壁内厚と内部に設置した縞壁を設計変
数とする数値シミュレーションを行った O そして，供試モデルの変形量及び応力一ひず
み分布を代表的な強度設計情報として，適正な形状変更に向けた設計手法の実用的意義
について検討した O
2. 繰返しねじりせん断試験機を供試して，土壌の動的締留め現象を応力経路の観点から
追跡することを試みた O 中空円筒試料の安定した作成方法の確立に関する問題は，特殊
な突囲め治具の作成により解消を図ることができた O 土中発生応力の把握方法，応力経
路の追跡法についてのデータを蓄積しており，これまでに報告例のない繰返しねじりせ
ん断現象についての新しい解釈を試みている O
3. 乾燥地での畜力耕うんに代表される，土壌への機械的作用と土壌侵食との関連につい
て，国際共同研究を行っている O 調査サイトはモンゴル中部の沙漠地帯であり，過剰耕
うんと土壌肥沃度との関連性に関する検討を行った O
4. 朝鮮半島における古代撃の形態的特性と審美工学的解析を通じて，特定地域での撃の
? ?
変遷過程などを調べている O この結果に基づき，長崎県芦辺町教膏委員会の協力を仰ぎ，
i司県の離島・壱蚊にある邪馬台国時代の遺構 f原の辻遺跡 jからの出土物を工学的観点
から調べた O 水田耕作用よりも土木工具と呼ぶ方が相応しいような，多数の木製の鋤や
鍬の三次元形状データを求め，現在その整理を行っている O また，踏み錫jの原初的形態
を備えた出土品の存在を確認することができた O
5. ルーラノレ電気ピークルのグランドデザインを行い，その基本的性能シミュレーション
を行った O その研究成果は，第 2回日本電気自動車研究会年次大会で発表した 1号機
の設計案を検討した O
6. 平成 8年度から 3年間にわたって実施する科研費国際学術研究〈大学問協力研究，研
究代表者 佐藤政良) rタイ留農村における近代的農業基盤システムの受容逃程に関す
る研究j の企画に係わる検討に参画した O
小中俊雄，教授
1 .農作業計画の最適化に関し，ファジィ線形計画，多評価基準. A H Pを導入した研究
を行った O
2. 生物生産システム工学に関する CAIソフトウェアをWINDOWS95版VISUALB 
ASIC Ver. 4を用いて開発した O
3. 農業機械に関する情報処理やシステムイとをはかるために，農業機械化のシステム言十両
やハイパーテキストの応用について検討したO
4. 農業機械データベースとして. WINDOWS版データベースを作成し，利用方法を
検討した O
5. 農林水産省農業機械化審議会委員，農業機械学会理事，農業構報利用研究会理事など
種々活動した O
佐原簿三，教授
1 .乳牛の乳房清試作業に関する研究
乳牛の乳房清試方法の差異が，生乳の汚れにおよぼす影響を締菌によって明らかにし，
その結果を日本家畜管理研究会で発表した O
2. フリーストール乳牛舎におけるフワーストールの汚れと利用に関する研究
フリーストール寸法の異なる乳牛舎において，夏季と冬季および朝と夕時におけるフ
リーストールの汚染面積と利用率を明らかにし，今後の改善点を検討した O
瀬能誠之，助教授
1 .農村景観の評価と保全に関する研究:
各地の農村景観を写真映像により収集し. 2 4種類の形容認対からなる 7段踏評価に
よる景観評価データを得た O これを SD法により，因子分析(バリマックス法).クラ
スター分析(ウォード法〉などの評価方法により分析した。また，個人の主主党評価と画
像処理による物理的空間構成との関係を検討している O
2. 共乾施設の計画・運営・管理のための支援システムの開発:
ライスセンタやカントリエレベータ等の施設計画，あるいは施設導入後の運営・管理
??
に対して，その意志決定を支援するためのシステムを検討した O ここでは，共乾施設で
最も重要な要素である荷受工程を研究の対象とし，実態調査に基づくシミュレーション
モデルを構築するとともに支援システムの構想を検討した O
3. 農業農村活性化施設の計画・管理・運営に関する調査研究:
農業構造改善事業における施設整備の計画子法と評価手法のあり方，特に農畜産物処
理加工施設を対象にについて検討した O
4. 地域活性化のための共乾施設普及予測手法に関する調査研究:
わが国の米生産の基幹施設である共乾施設の普及予測のため，農林統計資料を利用し
て地域特性を考慮、した予測手法の開発を行なった O
5. 畜舎環境予測・診断・評価システムの開発:
高舎設計，特に豚舎設計における舎内環境管理のためにパソコンを利用した汎用性の
高いシステムの隠発を行なった O
6. )農業施設学会常任理事，学会賞審査委員会委員長，事業計画委員会委員，および日本
家畜管理研究会評議員，幹事，編集委員会委員などの学会活動を行った O
瀬川具弘，助教授
1 .農業用ロボット開発の基礎研究としてトラクタの自動走行システムの開発を行った。
本年度はレーザーセンサーを中心としたデータフュージョンについて検討した O
2. 燥用車両による作業の効率化を自的として，出力フィードパックによる厳密な線形化
理論を応用することで前輪操舵車両が予め与えれれた経路に追従する ための制御法に
ついて研究した O
3. フロントローダの作業性を拡大するために，フロントローダの多自由度化，メカトロ
ニクス化を行うための基礎的研究を行った O
4. 労力を要する作業であるマルチフィルムの除去を行う機械の開発研究を行った O 本年
度はフィルム除去用のドラムについて検討した O
5. 人間が運転するトラクタを自動追跡して走行するトラクタの開発を目的として，追跡
操作に必要な制御システムを研究した O
6. 以上の研究においては，農業研究センター，生研機構，茨城県農業研究所，本学知能
ロボット研究室と協力した O
7. 農作業学会常任幹事，事務局幹事，農業機械学会の情報委員会小委員長，関東支部幹
事として活動した O
多回数，教授
1 .趨場整備に関する研究
近年の農地利用の状況をみると，経営面積が小さいこと，農家の老齢化，後継者不足
などに起因して，耕地利用率が低下するばかりではなく，休耕・放棄される園場が増大
しつつある O この傾向は，輪入農産物との調整とも招まって日本農業や国土利用あり方
を問われることになってきている O すなわち食料を供給する能力を落とすとともに，農
林地，特に水田のもつ土壌保全，水質保全，洪水防止，地下水j函養などの機能や景観な
ど環境保全上の役割を低下させる O
。 。
そこでこれらに対応する図場整備の研究が求められ，本年度は低コストイヒのために大
区画・乾田直播栽培が大規模に行われる場合を想定して，権)1<.の方法について検討を加
えた。また，昨年まで行ってきた大区画水田の現地調査・研究の結果から，農道・用排
水路構造，大区画と均平性，用水時の水足の挙動などの懸案の点についてとりまとめた O
また，低平地で特異な生産環境をもち，茨城県で収穫量の多いハス図画場整慌につい
て，霞ヶ浦周辺で現地研究をすすめており，その一部をとりまとめた O
中山間地では大区画，低コストイとが密難で，環境保全の役割を加味した新しい癌場整
備方法の検討が求められる O 本年は放棄水田の実態に関する資料をi収集するとともに，
問題点を整理した O
2. 土壌工学に関する研究
ハス田の土壌物理性について研究をすすめ，その一部をとりまとめた O
野口良造，助手
1. AHPを用いた農業機械の更新判断についてVisualBasicによるプログラムを作成し，モ
ニター農家のアンケート調査をもとに理論検証を行い，論文としてまとめた o
2. トラクタのロータリ耕うん部の最適設計を g的とした耕うんトルク波形のパラメータ
同定を行うために) Gauss-Newton 法を用いた波形分離手法を応用し，パラメータ向定の
可能性を明らかにした O さらに. Visual Basicを用いてソフトウェアを開発し，過去の
トルク波形を用いてパラメータ同定の検証を行い，ソフトウェアの有用性を明らかにし
fこO
3. コンパインの運行持の振動特性を，ゴム履帯走行部からの振動特性モデルを応用して
シミュレーションプログラムを作成した O また. 2と同様の手法を用いることによって，
ゴム履帯のフーリエ級数で表されたバネ定数と粘性減表係数のパラメータ向定の可能性
を明らかにした O
山口智治，講師
1 .施設園芸における土壌劣化・塩類集積とその対策に関する研究:多紀集約・降雨遮断
型環境条件下にある施設園芸土壌について物理化学的劣化の現況分析を行い，次いで，
施設園芸土壌における解決すべき主要問題は塩類集積と考え，その対策として土壌表層
付近に集積する塩類を土壌表面に設置した掠集材によって捕らえ，土壌自体への塩類集
積を抑制する方法について総合的に検討を行い成果をとりまとめた O
2. 太陽エネルギ一利用造水・集水システムに演する研究:太揚エネルギ一利用のソーラ
スチル(直接法〉型造水・集水システムの新たな開発研究に着手した O 振動場および電
場付加による造水・集水の高効率化に関する理論的検討を行った O
3. 自然植生および食料生産力の気候学的評価に関する研究:気候環境要因と自然植生の
1次生産力および食料生産力に関する地域モデルの検証を行った O
4. 農業施設学会編集幹事長，局編集委員として活動した O
余田章，助手
1 .サイレージ給与作業の改善に関する実験的研究を行っている O 農林技術センターにお
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いて，サイレージ給5作業の効率化を図ることを目的に，使用機械の一部改良を行い，
給与作業の効率化に貢献する技術データを提示した O
2. マルチ栽培におけるマルチフィルムの除去および回収に関する研-究。作物の栽培にお
いてマルチ栽培が普及しているが，ここでは人力に依存しているマルチフィルムの剥離
・除去作業の改善を目的として，とくに除去作業の機械化に係わる検討を行った O 予備
的データを入手するため l号機を試作し，改良機の製作に向けた検討を行っている O
3. ロータリ爪の改良に関する基礎研究。一般に多く使用されているナタ爪の摩耗は，湾
曲部から先端部にかけて顕著に摩耗することから，摩耗部の摩耗量及び形状の計測を行
い，爪改良部の検討に役立つデータ収集を室内実験により実施した O
4. ノレーラル電気トラクタの基本性能シミュレーション O 生物生産における駆動源として，
農用トラクタは枢要な位置を占めてきている O 過去において電気トラクタの製造は試み
られたが実用化にはいたらず，また，実用化に向けた研究開発の事例がないと認識して
いる O 本年度は，低公害型ルーラル電気トラクタの具備条件とけん引性能予測シミュレ
ーションに係わる予備的検討を行った O
大井洋，助手
1 .木材パルプの高収率化と無塩素漂白に関して， リグニンの分解機構を解明する研究を
行った。
2. 熱分解ガスクロマトグラフィーを木材，パルプ， リグニンの構造解析に適用する研究
を行った O
木村俊範，助教授
1 .生物系廃棄物のコンポスト化における反応初期過程の解析に関し，反応工学的観点お
よび微生物学的観点から解析し，特に高温分解領域に着目してコンポストイヒ反応機構の
解明に取り組んだ。
2. コンポスト化プロセスの応用として，生分解性プラスチックの分解に適用する研究を
生分解性プラスチック研究会参加の三井東圧化学(株)，島津〈株)，昭和電工(株)， 
ユニチカ(株)，及び日本製鋼所(株〉の協力を得て実施した結果，実用的な迅速分解
手法として有望であることが分かった O
3. 食品産業からの生物系廃棄物の排出に関する調査とそこからの有望廃棄物を原料にし
て乳酸等の有用物を生産する試みを行った(協力:ヤマザキ製パン(株)松戸工場， (財〉
食品産業センター， 日本製鋼所(株)) 0 
4. 米の食味にかかわる最重要品質評価項呂である炊飯米の粘り測定法の検討をし，従来
よりも信頼性の高い方法を提案した O また，これを下にして粘りと飯米の物理化学的性
質との関係を調査した(協力:食品総合研究所) 0 
5. 国際協力事業団短期派遣専門家としてケニヤ，ジョモケニャッタ農工大学に赴任(客
員教授〉し，約 6遊間にわたって食品の加工，貯蔵に関する技術についての講義，研究
指導を行った o 1 0月， 1 2月には， B本貿易振興会の派遣専門家(調査団長〉として
通産省グリーンエイドプランのフィリピンにおける推進策策定のための諮査及び相手側
政府との協議を行った O 国際協力事業団集団研修コース〈農業機械化コース，精米・ポ
?????
ストハーベスト技術コース〉での講義を担当した o
6. 学会及び公約機関の各種委員として活動した O
黒田健一，教授
木材および草本類中のリクーニンの分析法として分析的熱分解法，特に熱分解ーガスクロ
マトグラフィーを取り上げ，その基礎的研究を行った O
佐竹睦顕，講鱒
人簡の脳神経系の機能や生物体の進化プロセスをコンビュータソフトウエア上で模倣し
たニューラルネットワークや遺伝的アルゴリズムといったコンビュータサイエンスを援用
した生物生産プロセスの最適化に関する以下の研究を行った D
1. r淘汰，交叉，突然変異」といった遺括的オペレータを持ち，組み合わせ最適問題の
近似解法のーっとして注呂される遺伝的アルゴリズムによる配合錦料の最適設計に関す
る研究。
2. ニューラルネットワークを援用した青果物の外部品質情報処理および新等級判定法に
関する研究。
3. ニューラルネットワークによる家畜・家禽の飼養管理支援システム構築を目的とした
基礎研究 O
4. 米の外観品質判定機に搭載するニューロプロセッサの開発を呂的とした基礎研究 O
張緩亜，助手
1 .自然、界からメタン菌を採取し， CO z/H 2を基質として思1養を行った O 場1養メタン歯に対
して微量金麗塩，硫黄源，窒素源などの栄養源について検討した O メタン菌の培養条件
を最適化によって菌体密度は26g/L，メタンガス生成速度は21L/h.Lに達成した O これ
はいままでの研究結果より格段高い値である O
2. 12資化性メタン菌の酢酸への基質変換時の挙動について検討をした O
3. 蓮田からの流出水の水質には，施肥，水管理および蓮田土壌に含まれる肥料成分のイ
オン交換能が大きく影響していることに対して， 2国子 2水準計画法による割付を行い，
通常の施肥とEM菌によって発酵させた肥料(EMぼかし〉の施胞が流出水質に与える影響
を比較検討した O
栃木紀郎，助教授
1 .木造住宅用部材における水分挙動，平衡含水率までの到達時簡
木造住宅用部材の工場内生産(プレカット〉において，木材中の含水率の不均一分布
は建築後の構造体の精度を著しく低下させる o 工場における水分管理が重要となる O カ
ナダからの輪入材について，乾燥経過をその水分拡散と蒸発の面から追求し，材全体が
平衡含水率に到達するまでの水分挙動を検討した O
2. 木質ブロック
戦後大いに奨励されて植林されたスギを始めとする針葉樹の多くが主伐期を迎えつつ
ある O また，近年猛威をふるった台風による針葉樹植林地の被害は大きく，大量の風倒
?
?
?
? ? 】
木や被害木をもたらした O このような原材料として供給能力をもったスギ材の付加価値
を高め，その有効利用を図ることを可能とした新しい木質材料を考案した O チップに接
着剤を添加した後，熱j王成形することによって，ブロック状あるいは厚板状の新しいタ
イプのエクステリア・ウッドを開発した O
3. 揺動するノーズ‘パーを用いた単板切削に関する研究
構造用材料として需要が高い合板や単板積層材を構成するエレメントである単板の切
!切において，ノーズ、パーの働きはナイフとともに第 l義的に重要である O これまでの一
連の研究成果を基に新しい作用方式のノーズバーを考案した O 従来のパーと異なり工具
切れ刃線に平行な部において， 自由な揺Jl)J運動をするものであり，スギ等の針葉樹から
の単板製造に有効な切削機構が得られた O
4. 中質繊維板 (MD F)の被削性
構造用材料や家具用材として急速に需要が伸びつつある MDFについて，その利用に
際しては切断， uカット，ルーター加工，穴あけ等の多様な切削加工が施されることが
他のボード類に比較してかなり多い O しかしながら，その切削機構や被削性能について
系統的に研究検討されていない O 本研究では，衝撃試験によってMDFの破壊靭性係数
を求めることで，切削加工に要する消費所要動力を得るための理論解析し，その検証を
試みた O
富田文一郎，教授
1 .数年来，米国農務省との共同研究において研究してきたフェノールとユリアのホル
ムアルデヒドによる共結合の化学反応に関する動力学の解析についてその研究成果を論
文として公表した O
2. メラミンとユリアのホルムアルデヒドによる共縮合樹脂は，広く実用化されている
ものであるが，共縮合に関する生成機構が明らかでない O これを検討するため科学研究
費一般研究Bの補助を受け研究を進めていたが， C-13NMRスペクトルにより共結
合を判定する方法を確立した O また， C - 1 3をエンリッチしたホルムアルデヒドを用
いて， C - 1 3をラベルしたメチロール誘導体を合成し，これを用いて共縮合の生成機
構を明らかにする方法を確立し，実際系の樹脂合成に役立てることに成功した O これら
の研究結果を国際会議における発表などを含めて公表した O
3. 木材の主要成分であるリグニンの有効利用について検討を続けている O その結果，各
種のリグニンのアルカリ水溶液と水溶性エポキシ化合物を混合するだけで利用できる水
系樹脂を開発した O 得られた硬化樹脂の物性を評価したところ，特色ある粘弾性挙動を
有していた O また，接着剤に使用したところ実用性能に優れていた O これらの 結果を
国際会議における発表などを含めて公表した O
平成7年度に科学研究費総合研究(A) (分担〉により，生分解性高分子の研究を
行っているが，ここで開発したリグニン/エポキシ樹脂の応用研究を開始した O
4. 木材接着分野の専門書である f木材接着と接着斉UJ (B本木材加工技術協会編)の
刊行に当たり，編集人ならびに執筆者としての役割を果たした O
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謬治療，助手
1 .玄米の培養処理による毅粉および蛋白質などの主要成分の性質の変化を調べた O 精米
粉の部j化および遊離アミノ酸の生成について反応速度論的に解析を行った O
2. 農産物加工および食品工業における副産物・廃棄物の発生状況を調査し，それらの物
質に含まれている有用成分の分離方法を検討した O
3. アブラナ試料の粉砕および蛋白質の分離についての基礎実験を行ったO
前)1孝昭，教授
生物のもつ機能や特性を生かす生物資源70o-l!A工学分野について研究を実施した O 特に食
料資源70 01!A工学及びエネルギー・資源・生物園システム学・環境科学分野についての研究
を行なった O
( 1 )食料資源70ロセス工学分野については発芽玄米の発芽・発根の斉一性を図るための発
芽装置の基礎研究及 び発芽玄米を原料とする新しい食品の加工方法を検討した O
( 2 )エネルギー・資源・生物関システム学・環境科学分野については基礎研究とともに
実用化に踏み込んだ研究を実施した O
1 )畜産廃水処理に隠する謁査研究。
2 )簡易 2相式メタン発欝装置の設計方法に隠する研究 O
3) 2相式膜複合嫌気性流動床リアクターの開発。
4 )地球温暖化防止技術における現状と将来について調査研究。
5 )霞ヶ浦地区畑地かんがい用水の水質改善。
6) C02 /H2合成系瑚l養メタン菌の栄養源最適化による高効率メタン発酵に関す
る研究。
7 )硝化・脱窒の高効率化に関する研究O
8 )微細藻類を用いたC02屈定O
9 )糞尿に含まれる窒素の硝イヒ・脱窒に関する研究。
1 0 )画像処理によるメタン菌測定法の隠発。
1 1 )硝化・脱窒菌の固定化に関する研究。
1 2 )植物生体電位の検出に関する研究O
山口彰，教授
1 .広葉樹材のニトロベンゼン酸化と熱分解ガスクロマトグラフィ一分析の関係を調べる
ため，熱帯材を用いて分析を行い，結果の解析を行った O
2. 木材のパルプ化および漂白工程におけるリグニンの変化を熱分解ガスクロマトグラフ
ィーによって検討した O
3. クラフトパルプの亜硝酸前処理酸化漂白の反応条件の検討および I}グニンモデル化合
物を用いた反応機構の検討を行った O
吉崎繁，教授
1 .米の混合操作に関する研究
前年度に引き続き， ローテーション混合操作における米粒若手の流れ特性及び混合作用
? 。? ?
の機構を実験と理論の両面より解析した O
2. 玄米の低温長期貯蔵に関する研究
貯蔵玄米の休日民及び党躍について検討するとともに，呼吸勤特性と貯蔵品質の変化よ
り，有効貯蔵期間の予測式を提案を試みた O
3. 玄米の改質に関する研究
玄米の培養処理による物理化学的特性の変化を調べ，食味改善の可能性を検討した O
その結果を 2報に分けて農業機械学会誌に投稿(現在印協中〉した O
? ? ?? ?
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60 Yoshida Y.. B. Tomita， C.Y. Hse: Kinetics on Cocondensation between Phen01 
and Urea through Forma1dehyde 1. Concurrent cocondensation of 2，4.6 
trimethy101phenol wi th urea. Mokuzai， Gakkaishi， 41. 555--560 (995) 
61 Yoshida Y.， B. Tomita， C.Y. Hse: Kinetics on Cocondensation bctween Phenol 
and Urea through Formaldehyde 111. Concurrent reactions of monomethy101-
phenol and urea involving cocondensation and se1f-condensation. Mokuzai 
Gakkaishi， 41. 652-658 (995) 
62揺aekawa.T.. Liao， C.M. and Feng， X. M.: Nitrogen and Phosphorus removal for 
Swine Wastewater Using intermittent Aeration Batch Reactor F0110wed Ammonium 
Crystallization Process，官aterResearch 29(12)ー2643-2649(995) 
63 Zhang， Z. Y. and推aekawa. T. :Effects of Sulfer-Containing Compounds on the 
Growth and Methane Production of Acclimate-証ethanogens，Biomass and 
Bioenergy (996) 
64院多本華夫，木下畠大，前)1孝昭:数種の低温処理がNF'Tで栽培したイチゴの花芽
分化ならびに開花に及ぼす影響，農業施設 26(1)，13-20 (1995) 
65 Kazunor i Otobe，話amoruSato.Junichi Sugiyama，Yuji Kikuchi and Takaaki Maekawa 
Firmness evaluation of pear fruits on post-harvest ripening using a vibra-
ting probe， Food Science and Technology， Internationa1. (Accepted) (1996) 
66 lwanade， A.， Ohi， H.， Yamaguchi， A.: Steam Treatment of Guaiacylglycerol…β ー
guaiacy 1 Ether on a Hollocell u lose， Support Mokuza i Gakkai shi Vol 41. No.ι7. 
683-688 (995) 
? ?? 。
c. 総説・解説等
l伊藤太一:スモーキーベアとメディアへの展開，山林， 1333:47-53(6月号)(995) 
2小林幹佳，足立泰久:凝集・沈降，農業土木学会誌， 64，377(996) 
3黒石 巌:I新ステージに挑むj 一環境・緑化の時代，環境緑化新鶴
4野口良造:農作業研究とファジィ(3 )，一一農作業日程計画への応用，ファジィ理論に
おける可能性と確率の違い一一， 日本農作業学会，第30巻第 3号， P.237244 (995) 
5木村俊範;生物系廃棄物のコンポスト化技術実用化のための諸問題，生ごみ・生物系}発
棄物の最新コンポスト化技術(工業技術会)， 2: ト15(995) 
6 Kimura， T.: Utilizations of Biological Solid官'astes-The Conversion 
Mcchanisms and The Applications， Green Aid Plan 1995 in Philippines， 
No. 3.1-13 (995) 
7富田文一郎，黒田健一 Citationrndexにおける木材学会誌の位置づけ，ウッディエン
ス. 30号， 9-12 (995) 
8佐竹隆顕:共選施設運転主任者講習会手引き一新技術の動向についてー，全国農業協
同組合連合会施設資材部. 1-28 (995) 
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d. 報告書
i天国高白，伊藤太一，糸賀 繋:平成6，7年度文部省科学研究費補助金一般研究 (C
研究成果報告書， I渓流河道内植生の治水機能に関する研究J60p， (1996) 
2天国高白:霞ヶ浦水質静化対策検討会報告書，茨城県生活部霞ヶ浦対策課 13p，
( 1996) 
3伊藤太一(分担執筆):イギリスの森林レクリエーション，多様化森林造成技術器発調
査(平成7年度調査報告書)，林野庁造林保全課 (995)
4大坪輝夫，和出昌典，遠藤 徹:筑波大学農林技術センター演習林気象報告一井川
演習林気象観測データ (1994年)-，筑大演報第12号 (996)
5杉山博信:畑地かんがい諜査，畑地農業振興会(社)，平成 7年度畑地かんがし 1調査
検討業務報告書， pp.72-85，平成8年 3丹
s真板秀二〈分担霞ヶ浦流域の水循環からみた整備計画調査報告書(平成 7年度)， 
林野庁 cl995) 
7足立泰久:平成7年度科学研究費補助金(一般研究(C) ) ，代表足立泰久 fフロッ
キュレートした懸濁浮遊物質の輸送における水理学的素過程J報告書， pp.1-50(996) 
8 Yukuo ABE， Yoshiyuki OHTSUKA， Kiyoshi SATAKE，証asuoOZAKI and 
Hiroshi KOKUBU: Recommendations for Environmental Conservation of Arid 
Lands in Western Australia 
9瀧川真弘，本間毅，土師友正，余田 章，黒石巌，小中俊雄，小林恭:農業機
械の使用記録データベース作成ソフトウェアの開発，筑波大学農林技術センター研究
報告，第8号， 65ω75 (995) 
10野口良造，小中俊雄，瀧)1具弘:トラクタ・ロータリ耕うんシステムの構築(第 1報)， 
筑波大学農林技術センター研究報告，第8号， 77-87 (995) 
1 ifgJI具弘:トラクタ用ロボティック・フロントローダの研究(研究課題番号 06660312)，
平成 6， 7年度科学研究費補助金(一般研究 C) 研究成果報告書
12多国 敦:中山間地域の土地改良，耕 No. 66 pp. 36，. 37，山崎農業研究所 (1995)
13木村俊範，押谷一，木村 均，斎藤 滋，伊藤亮一:平成 7年度エネルギー・環境
技術普及協力事業報告書(フィリピン)，日本貿易振興会機械技術部， 1-112 
(996) 
14栃木紀部:労働力，木材加工と労働環境， 日本木材学会第 4期研究分科会報告書，
p.III-58----IIIャ 64(995) 
15栃木紀郎:平成 6年度 農林水産省補助事業「エンジニアリングウッド性能評価事業J
報告書〈財・日本住宅・木材技術センター)， p.45-69 (995) 
16富田文一郎:平成 7年度林野庁補助事業 f地域木質資源高度利用技術開発促進事業j
中間報告書. 1-12 (1996) 
17前)I1孝1宮:環境保全機能向上農業生産方式確立， (財)農業技術協会分担執筆，ーメタ
ン・亜酸化窒素の工学的アプローチ. 156-175 (996) 
18前J1I孝昭， 張振亜，藤田和男，i.馬 輿東，黒須和代，森岡理記，井原一高，湯座 聡，
接 燕生，越 書雲，玉 義祥:宗谷支庁管内向川水質汚濁調査研究， (財)国際科
-32-
学振興財団 (996) 
19前J1孝昭， 張振亜，藤田和男，潟 輿東，黒須和代，森岡理記，井原一高，湯座 聡，
張 燕生，越 書雲，王 義祥後志支庁管内向J1 水質汚濁調査研究， (財)国際科
学振興財団 (996)
? 。? 。
e. 口頭発表(学会大会〉
l豊)1勝生，市原恒一:騒音の感覚評価に関する研究(I)-SD法と一対比較法による
評{商一， 日本林学会論文集， 106， 555-556 (1995) 
2 ITO， Tai ichi : Changing Ro1e of Zoning as a Too1 of Protecting Ameni ty and 
Ecosystem in Natura1 Areas， International Union of Forestry Research 
Orgnization 20th官or1dCongress， 6-12 August 1995， Tampere， Fin1and 
3 1TO， Taiichi: The lncreasing Ro1e of Nationa1 Parks in the官aterand 
官atershedProtection -A Case Study on Akan and Kushiro Marsh持ation1Parks 
Teehnica1 Workshop on Water and官atershedResources Management for Loca1 and 
Regiona1 Deve1opment， 27-28 Oct. 1995 Tsukuba Japan. 
4伊藤太一:カリフォルニア州有林における住民参加，第106回日本林学会大会(1995.4.
3，北海道大学農学部〉
5伊藤太一:アディロンダック国立公爵設置提案の意義， 日本造留学会平成7年度全国大
会(1995. 5. 20. 東京大学農学部〉
6塩沢 昌 ほか:美唄湿原における現場透水試験とその解析，平成7年度 農業土木
学会大会講演会講演要旨集， pp. 676~677 (995) 
7多田敦，佐久間泰一:耕作放棄に対する圃場整備の役割，平成 7年度農業土木学会講
演要旨集， 406-407 (995) 
8 Doan Doan Tuan， Masayoshi Satoh: REVIE官OFTHE IRRIGAT10刊ANDDRAINAGE DEVE-
LOPMENT IN THE RED R1VER DELTA. NORTH VIETNAM，平成 7年度農業土木学会大会講演
会講演要旨， pp.538山539(995) 
9京新，佐藤政良:河川から一定量を取水するための必要貯水池容量の性質，平成 7年
度農業土木学会大会講演会講演袈旨， pp.234--235 (1995) 
10杉山博信，鈴木光剛，関野和美，鯨岡靖代:総合貯留関数モデルの造成農地流域への
適用，農業土木学会大会講演要旨集， pp.261--217，宮崎，平成 7年 7月
1 氷鈎揚四郎 MarketEQuilibrium vs. Socia11y Pareto Optimum in the 
Information-oriented C10sed City with Traffic Congestion: Pigouvian Tax and 
Subsidy， the Coase Theorem and the Maximum Princip1e， The 14th PRSC Meeting 
of RSAI， 1995， pp.1-39. 
12氷鈎揚四郎 AStudy of the Labor Structure in Shanghai and Japan: Effects of 
the Information Deve10pment and the Policy Factor CG.証ao，Y. Higano) ， The 
14th PRSC Meeting of RSAI， pp.1-30 (995) 
13氷飽揚四郎 ExternalEconomies of Te1ecommuting in a C10sed Information-
orien ted Ci ty (H. Shi busawa， Y.Higano)， The 14th PRSC Meet ing， pp. 1-35 (1995) 
14氷鈎揚四郎:都市における土地税制の住環境改善効果〈桜井一宏，氷飽揚四郎) • 日
本地域学会第32回(1 9 9 5年〉年次大会， pp. 1-7 
15氷鈎揚四郎:情報化と政策因子に基づく労掛構造変動に関する実証分析:上海と日本の
ケース〈茅国平，氷鈎揚四郎)， B本地域学会第32回 C1 9 9 5年)年次大会， pp.l 
-8 
?
?
? 。
16氷鈎揚西部:霞ヶ浦の最適法化政策の研究(沢田貴之，氷錨揚四郎) • 日本地域学会
第32回(1 9 9 5年〉年次大会， p. 1 -7
17氷鈎揚四郎:情報発展都市一般均衡モデルの数値分析(渋漂博幸，氷鈎揚四郎)
日本地域学会第32由(1 9 9 5年〉年次大会， p. 1-7 
18氷鈎揚四郎:環境質プログラミングモデルによる環境付加価値税の導出， 日本地域学
会第32回(1 9 9 5年〉年次大会， p. 1 -7
19田中良和，足立泰久:アルミニウムで凝集したカオリナイトフロックの沈降特性，
平成 7年度農業土木学会大会講演要旨集， pp.594-595 (995) 
20足立泰久，新村卓也，鈴木光側:アオコの酵素消費原単位の算出，平成 7年度農業土
木学会大会講演要旨集， p. 476 -477 (995) 
21宮原和巳，黒田芳弘，中石克也，足立泰久:アルカリ状態における希薄なモンモリロ
ナイト懸濁液の粘度，平成 7年度農業土木学会大会講演要旨集， pp.590-591 (995) 
2 松本哲洋，足立泰久:高分子電解質によるフロックの形成過程，筑波微粒子界面研究
会，第 6回勉強会 Cl995) 
23青木正雄，辻厚志，山野経康，安部征雄:強酸性土における農・工学的研究(7) ， 
農業土木学会大会 (1995)
24黒在巌，余白 章，本間 毅，松本 安広:既存建物の屋上緑化に関する研究
一既存建物屋上の菜園計画一， 日本緑化工学会
25小池正之，アーターン W.I 塩地みゆき，余田 章:ルーラル電気ピークルの基本性能
シミュレーション，電気自動車研究会第 2図研究発表会概要集， 67-68 (996) 
26 i能川真弘，小中俊雄，小池正之，野口良造，田辺隆格，佐藤純一:軟弱地での自律走
行技術の開発〈第 1報)，農業機械学会年次大会，第54回， 27-28 (995) 
27 i能J1具弘，小中俊雄，小池正之，野口良造，田辺隆硲，佐藤純一:画像に基づくなら
い走行での操向制御の研究〈第 1報)，農業機械学会年次大会，第54回， 13-14 
0995 ) 
28野口良造，小中俊雄， ifRJl1具弘，小池正之 :AHPによる農業機械更新の意思決定支
援システム，農業機械学会誌関東支部年次大会，第31回I 34-35 (995) 
29 i能川具弘，小中俊雄，小池正之，野口良造，佐藤純一:画像に基づくならい走行での
操向制御の研究(第2報)，農業機械学会誌関東支部年次大会，第31回， 16-17 (995) 
30小中俊雄，瀧川i具弘，野口良造:引NDOWSにおける CA 1 (その 1.作業能率，作業計
画) I 農業機械学会誌関東支部年次大会，第31回， 36-37 (1995) 
31 龍}1具弘，野口良造，小中俊雄，小池正之:ロボティック・フロントローダの研究
(第l報)，農業機械学会誌関東支部年次大会，第31回， 18 -19 (1995) 
32野口良造，小中俊雄，小池正之，滋)1具弘:トラクタ・ロータリ耕うんシステムのラ
イプソフトウェア化，農業機械学会年次大会，第54毘， 107-108 (995) 
3 KONAKA， T.， TAKIGA官A，1.， NOGむCHI，R. : MULTIMEDIA CAI OF AGRICULTURAL SYSTEMS 
El日INEERING，Proceedings of ARBIP95， Volume 1. 251時256(995) 
34 KONAKA， T.: SEQUENT 1 ALCONTROL S 1 MむLATOROF RICE PROCESSING PLANT， 
Proceedings of ARBIP95， Volume 1， 81-86 (995) 
35 TAKIGAWA， T.， KONAKA， T.， KOIKE， M.， NOGUCHI， R. : PATH T訳ACKINGCONTROL METHOD 
?「
?
? ?
FOR AUTONO抵OUSAGRICULTURAL VEHICLES， Proceedings of ARBIP95， Volume 1， 
49-56 (995) 
36安養寺久男，楊 継富，多自 敦:水田の長辺長と取水流量の関係(1 )一水足の前
進に関する論理的な検討一，平成 7年度農業土木学会大会講演会講演要旨集，
516-517 (1995) 
37揚 継富，安養寺久男，多国 敦水田の長辺長と取水流量の関係(n )ー水足の前
進式の適合性についてー，平成 7年疫農業土木学会大会講演会講演要旨集， 518-519 
( 1995) 
38鈴木 聡，大井 洋，黒田健一，山口 彰:熱分解ガスクロマトグラフィーによる機
械パルプ中リグニンの構造解析，第45回日本木材学会大会研究発表要旨集1995年4月
〈東京)， p. 307 
39大井 洋，岸野正典，山口 彰:亜硝酸処理における非フェノール性β-0-4型リグニ
ンモデル化合物の反応，第羽田日本木材学会大会研究発表要旨集1995年4月〈東京) • 
p. 390 
40鈴木 聡，大井 洋，黒田健一，山口 彰:パルプ紙中リグニンの熱分解ガスクロマ
トグラブィーによる解析，第62回紙パルプ研究発表会講演要旨集1995年6月〈東京) • 
p.86-91 
41 Masanori Kishiη0， Hi roshi Oh i. Ken -ichi Kuroda. Ak i ra Yamaguch i Mechan ism 
of Delignification during討itrousAcid Treatment of Kraft Pulp， Degradation 
of a lignin-carbohydrate(LCC) model compound. Proceedings of the 8th 
lnternational Symposium on Wood and Pulping Chemistry CHelsinki)， Vol. 1， 
p.239-246 (995) 
42 Junj i Tanaka. Akiko lzumi，日iroshi Ohi， Ken-ichi Kuroda， Akira Yamaguchi 
Structural Analysis of Residual Lignin in Kraft Pulp by Pyrolysis-Gas 
Chromatography， Changes of residual lignin during chlorine bleaching， 
Proceedings of the 8th 1nternational Symposium on官。odand Pulping Chemistry 
CHelsinki)， Vol. 11， p.143-148 (995) 
43岸野正典，大井 洋，山口 彰:クラフトパルプの亜硝酸処理における脱リグニン機
構 C3) ，非フェノール性β寸型およびβ-0-4型リグニンデル化合物における Cα-
C β結合の開裂，第40回リグニン討論会講演集1995年10月(つくば)， p.29炉32
44和泉明子，田中潤治，大井 洋，黒田健一，山口 彰:熱分解ガスク口マトグラフィ
ーによる広葉樹型リグニンの分析(1 I) ，クラフト蒸解および、パルプ漂白における熱
分解物の変化，第40回リグニン討論会講演集1995年10丹(つくば)， p.157-160 
45木村俊範，斉藤正義，岩瀬勝則，前JI孝u召，岩淵和則:生物系廃棄物のコンポスト化
における高温性分解に関わる微生物の挙動，第54回農業機会学会年次大会講演要旨，
83-84 (995) 
46清水直人，木村俊範米の指精および炊飯条件が米飯のテクスチャに及ぼす影響，向
上， 149-150 (995) 
47木村俊範，岩瀬勝財，斉藤正義:コンポスト化施設開発のための堆肥化初期過程解析，
平成 7年度農業施設学会大会講演要旨， 442-443(995) 
? 。? 。
48清水直人，木村俊範:蒸らし過程における米飯の力学特性，向 上， 486-487 (1995) 
49木村俊範，斉藤正義，前J1孝Il百，岩瀬勝NIl，若洲和良Ij:生物系廃棄物のコンポスト化
における高温分解に関わる微生物の挙動(1 ) ，第 6田廃棄物学会研究発表会講演論
文集， 190-192 (1刊の
50黒田健一:DHPおよびβ-0-4型リグニンモデル化合物の熱分解生成物，第羽田リグニン
討論会講演集， 25-28 0刊の
51 A. Izumi， K. Kuroda， H. Ohi and A. Yamaguchi: Delignification Rates of 
Hardwoods and their Syringy1/Guaiacyl Ratios by Pyrolysis-Gas Chroamtography， 
1995環太平洋国際化学会議，米国ハワイ (995)
52佐竹j盗顕，古谷立美，他:進化計画法による最適配合設計に関する研究，平成 7年度
農業施設学会大会講演要旨， 448-449 (995) 
53 Tochigi， T.， Tadokoro， C.and Satoh， H.:Automatic sorting method of laminae for 
glue-lam with the aid of AI.， Proc. IUFRO XX官Or1dCongress (Tampere， Finland)， 
p.167 (995) 
54 Tochigi， T.，Bakar， E.S.， Kobayashi， J.and Tadokoro，C. :Veneer cutting with a 
slanted-loading floating nosebar， Proc.12th Internationa官oodMachining 
Seminar(Kyoto， Japan)， p.490-499 (995) 
55野中裕史，富田文一郎，秦野恭典:水系における 1)グニン/エポキシ樹脂の合成と
物性，第45酉日本木材学会40毘年記念大会発表要旨集， 271 (995) 
56 Nonaka Y.， B. Tomita: Synthesis of Lignin/Epoxy Resins by the Aqueous System 
and Thei r Propert ies， Wood Adhesi ve Syymposi um (Port 1and， Oregon)， A bst rac t， 
23-24 (995) 
57 Tomi ta B.: Recent Progress in the Characterization of Wood Adhesives. 
Abstract Papers， IUFRO XX官or1dCongress (Fin1and)， 367 (995) 
58賠iaoY.， M. D. Agad， H. Toyoshima， S. Yoshizaki : Effect of Incubation 
Conditioning of Brown Rice on the Ge1atinization of M.il1ed Rice F1our， 
Proceedings of Internationa1 Agricu1tural Mechanization Conference (China)， 
2.99 2.108 (1995) 
59鈴木啓太郎，前川孝昭: 発芽玄米の食品化に関する研究上一物理的環境制御と玄米の
発芽とその特性一，平成 7年疫農業施設学会大会要旨， 476-477 (995) 
60井原一高，前)11孝昭:画像処理によるメタン菌計測法の開発，平成 7年度農業施設学
会大会要旨， 456-457 (995) 
61藤田和男，前)11孝昭:藍藻紹胞の比表面積の計測と C02物質移動系数の算出，平成
7年度農業施設学会大会要旨， 458-459 (995) 
62山城勇人，前}1孝昭，木村俊範:生デンプンの酵素糖化における超音波照射前処理の
効果，平成 7年度農業施設学会大会要旨， 462-463 (995) 
63大村直也，前川孝昭:畜産糞尿の河川汚濁における筋肉細菌叢およびその量的把握，
平成 7年度農業施設学会大会要旨， 464-465(995)
64谷畑幸三，前}1孝Ils:水素発酵を用いた 2相式ハイフリッド型メタン発醇システム，
平成 7年度農業施設学会大会要旨， 492-493 (1995) 
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65入倉信顕，前)1孝昭 Clostridiumacetobutylicumによるホエーパーミュートのアセ
トン・ブタノール・エタノーノレ発酵の動力学，平成 7年度農業施設学会大会安旨，
494-495 (1995) 
6 黒須和代，阿部充，前川孝昭:寒冷地における 2相式簡易メタン発酵槽の実用化一ベ
ンチスケール実験一，平成 7年度農業施設学会大会要旨， 496-497 (995) 
67張 振亜，前 )11 孝!I~ :メタン発酵:における硫酸還元曹とメタン生成菌の共生関係，
平成 7年度農業施設学会大会要旨， 502-503 (995) 
目前川孝 11~ ， I涜多本華夫:アオコ臭気に隠する研究，平成 7年度農業施設学会大会要旨，
508-509 (1995) 
69院多本草夫， IJIJ)I:孝昭:オゾン・紫外線処理によるアオコ活性阻止，平成 7年度農業
施設学会大会要旨， 510--511 (995) 
70 Takaaki MAEKA WA， Keo 1 NTABO : Stud ies on the separa t ion and inac t i vati on of 
有aterbloom particles， Proceedings of 6th International Conference on the 
Conservation and Management of Lakes-Kasumigaura， 95. 771-776 (995)(世界湖沼会
議)
? ?? ?
f .一般講演等
l天国高白破砕帯地域における流域管理J.アスティー徳島(徳島県) • 1995年6月
2天国高白河川湖沼の環境J，茨城県水戸生涯学習センター， 1995年6月
3天沼高白身近な環境を科学する -)1と人間-J ，茨城県水戸生涯学習センター，
1995年10月
4天田高白 r砂防の研究と教育J，建設省土木研究所. 1996年l月
5真板秀二:大井川上流の土砂生産と渓床地形変化，大井JI!土砂シンボ〈土砂醸の流出
システムとしての大井J1の成り立ち)，島田市山村都市交流センター「山の家J， 
1995年6月
6畏板秀二 SedimentWaveと渓流の瀬一蹴構造との関連を考える 一千曲)1 水系三沢J1 
源流域の土砂流出観測から一，砂訪学会ワークショップ「瀬1部構造を中心とした河道
の構造と生物の生息環境の関係J，信州大学農学部. 1995年10月
?安部征雄:内陸オーストラリアの土地利用の現状と問題点，第 5由沙漠工学講演会，
日本沙漠学会，沙漠工学分科会， 1995 (理化学研究所〉
8 K. Kuroda: Analysis of Plant Cell官allsby Pyrolysis Gas Chroma tography. 1995. 
Scanning Microscopy International， Houston. 誕ay，1995 
9黒田健一:熱分解ガスクロマトグラフィーによるリグニンの分析，名古屋大学工学部
平成 8年3月
10木村俊範:生物系鹿棄物のコンポスト化技術講習会，東京. 1995 
11木村俊範:生物系廃棄物の実用コンポスト化技術講習会，盛剤， 1995 
12木村俊範:資源循環システム構築のためのコンポスト化技術，生分解牲プラスチック
研究会平成 7年度技術講演会、東京. 1995 
13前川孝昭 r農蓄産廃棄物利用の現状と将来J第11回北海道バイオステージ，北海道
バイオステージ実行委員会. 1995.11. 21 
14前J1孝昭: 主催:中層天津農業科学院. 1995.11.30 
目前川孝昭 r産業廃棄物とそのビジネスJ，筑波大学研究成果地域還元推進会，
1995.11.2 
? ???
g. 特許
i大井洋
登録醤号:特許第 19 7 8 542号〈平成7年 10月 17日〉
発明の名称:リグノセルロース材料の脱リグニン方法
2佐竹降顕，古谷立美，草野哲也
果皮表面に臨有のネットパターンを有する青果物の等級判定方法，特願平 7-202904， 
1995 
3 佐竹 i盗塁~，古谷立美，他
遺伝的アルゴリズムを援用した家畜飼料の配合設計方法，特願平 8-28696，1996 
4前)1孝昭
発芽玄米製造装置及び発芽玄米の製造方法:特許第 25 0 2 9 0 5号
-40-
4 -3 研究費等
a. 文部省科学研究費等
l天田高自(代表交付年度 平成6.7年度
課題 渓流河道内植生の治水機能に関する研究(一般研究(C))
交付金額 1. 500千円
2伊藤太一〈代表交付年度平成 6-8年度
課題 日本の自然環境保全における米国の影響と独自性(一般研究(c))
交付金額 500・千円
3伊藤太一(分担):交付年度 平成7年度
課題 渓流河道内植生の治水機能に関する研究(一般研究(c))
代表者 天田高岳，交付金額700千円
4伊藤太一(分担)，交付年度 平成7年度(一般研究(b))
課題 地理情報システムによる環境保全型山村社会の環境条件と地域変容の解析・評
価
代表者 安仁屋政武，交付金額800千円
5佐久間泰一(代表)交付年度 平成7年度
課題 農地の流動化と大区画臨場整備に関する研究(一般研究(C) ) 
交付金額 900千円
6多田 敦〈代表).佐久間泰一(分担平成6"'8年度(継続)
課題 水田の大宮画化における長辺長の制限袈関に関する研究
交付金額 900千円
7氷飽揚西部(代表)，森島経晴:交付年度 平成 7年度
課題 物質収支を考慮したエコシステム勤学シミュレーション〈一般研究(B))
交付金額 600千円
8足立泰久(代表交付年度 平成 5'"'-'7年度
課題 フロッキュレートした懸濁浮遊物質の輸送における水理学的素過程
〈一般研究(C) ) 
交付金額 2， 100千円
9足立泰久(分担交付年度 平成 5'"'-'7年度
課題 AFM等によるコロイド粒子関の相互作用力の測定とクラスター形成並びにオー
ダーリング(一般研究(B) ) 
10安部征雄(代表交付年度 平成 7年一平成 9年度
課題 土壌水分の蒸発促進装置の開発(試験研究(B ) 
交付金額 5.400千円
11小池正之(代表交付年度 平成 6年'"'-'8年度
課題 計算力学によるトラクタの最適設計(一般研究(B ) 
交付金額 700千円
12小池正之(分担交付・年度 平成 6年'"'-'8年度
?ー??
?
課題 砂地特産物(ラッキョウ)の半自動生産機械化システムの確立(試験研究(B) ， 
代表者 岩崎正美〉
交付金額 2， 700千円
13 i~n)l ，其弘(代表) ，小池 正之，黒石 巌，野口良造(分担交付年度
平成6'""7年度
課題 トラクタ用ロボティック・フロントローダの研究(一般研究(c ) 
交付金額 900千円
14大井 洋(代表文部省科学研究費補助金一般研究(c ) 
r Ee:硝酸前処理を用いるクラフトパルプの酸素漂白に関する研究J， 1， 000千円
15黒田健一〈分担交付年度 平成7年茂
課題 木材由来成分からの生分解性高分子の製造とその評価法の確立(総合研究(A) ) 
交付金額 900千円
16佐竹隆顕:交付年度 平成7年度
課題 ニューラルネットワークによる家畜館養管理支援システムの開発
(一般研究(C) ) 
交付金額 1. 400千円
17富田文一郎(代表)交付年度 平成 7年度
課題 メラミンとユリアの共縮合に関する基礎的研究とその応用(一般研究(B) ) 
交付金額 5，200千丹
18諒回文一郎(分担交付年度 平成 7年度
課題 木材由来成分からの生分解性高分子の製造とその評価法の確立(総合研究
( A) ) 
交付金額 900千円
19富田文一郎(代表)交付年度 平成 7年度
課題 屈体生物材料の評価法の確立に関する研究(特定研究〉
交付金額 6， 100千円
20前}1孝昭〈代表)
メタン発酵リアクターの菌体濃度測定法の確立と分解速度の効率化〈一般B) 
交付金額 2， 800千円
21前川孝昭(分担〉
高品質植物苗の人工照明下における高速安定大量生産のための環境調節システムの開
発(試験B) 
交付金額 2. 000千円
? ??
?
b. 学内プロジェクト
i足立泰久(代表交付年度 平成 7年度
課題 フ口ックの輸送における水理学的素過程
交付金額 400千円
2小池正之〈代表交付年度 平成 7年度
課題 朝鮮半島の古代撃に発現している工学的特質に関する調査研究(実地調査等研‘
究〉
交付金額 169千円
3大井 洋〈代表 r酸化還元触媒を用いた木質の脱 t)グニン機構J， 400千円
4黒田健一〈代表交付年度 平成 7年度
課題 草本類中のリグニンの構造解析
交付金額 1， 000千円
5張振亜〈代表)交付年度 平成7年度
研究課題 酢酸分解系メタン菌の栄養源の最適化による高効率メタン発酵に関するiH
'7'a 
穴」
交付金額 400千円
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c. 学系外からの資金
I 民間等との共同研究
i前)1孝ug(代表〉
ダイシン設計:メタン菌の低温思1化および有機酸の分解能力向上に関する基礎研究
交付金額 3.352千円
2前川孝ug(代表)
NEC環境エンジニアリング(株高速メタン発酵装置の開発に関する研究:
交付金額 2.000千円
3前川孝昭〈代表)
エステーエンジニアリング〈株積層網媒体を活用した硝化・脱窒の促進に関する
交付金額 3.352千円
4前J1孝 H?:?(代表)
共和コンクリート工業:エコテクノロジーによる高度な硝化・脱窒技術の開発
交付金額 6.822千円
E 受託研究
i伊藤太一(分担交付年度 平成7-8年度
課題 エコツーリズムと森林鉄道(委託者 来日本鉄道財匝〉
交付金額 50む千円
2佐藤政良:
受託研究(関東政局) 平成 7年度用排水・ほ場整備基礎諸元調査
受託金額 700千円
3小池正之(代表交付年度 平成7年度
課題 繰返しねじりせん断による水田土壌の力学特性解析〈委託者名 農林水産省農
業研究センター，流動研究員〉
交付金額 515千円
4瀧川具弘:
課題 「未来型軽労化農業確立のための基盤技術開発の関する総合研究J
交付金額 1. 789千円
農林水産省農業研究センター
5栃木紀郎(代表交付年度 平成 7年度
課題 木材の含水率変化の予測 〈委託者株)三井ホームコンポーネント)
交付金額 1. 000千円
6富田文一郎〈代表交付年度 平成 7年度
課題 オゾン酸イヒリグニンの研究〈委託者名 西松建設(株) ) 
交付金額 2.000千円
?
?
?
?
?
7富田文一郎(代表交付年度 平成 7年度
課題 アルキノレメラミンの研究〈委託者名 目産化学工業( (株)) 
交付金額 1， 000千円
8前川孝昭(代表)
茨城県庁:点・面源における水質汚濁物質の微生物製剤による環境浄化効果:
交付金額 4， 100千円
盟奨学寄納金
i大井 洋(代表 I鹸化還元触媒のパルプ蒸解促進効果の研究助成J， 500千円
2大井 洋(代表 I中国塗工紙製造技術に関する調査J， 100千円
3木村俊範:寄付年度 7年度
課題 事業系廃棄物のコンポスト化システムの開発〈市原清掃事業日)
寄付金額 2，000千円
4木村俊範:寄付年度 平成 7年度
課題 ロックウール脱臭システムの実用化(松下精エエンジニアリングKK)
寄付金額 1. 800千円
5木村俊範:寄付年度 平成7年度
課題 農業系廃棄物からの乳酸発酵技術(日本製錦所KK)
寄付金額 し000千円
6佐竹経顕:寄付年度平成 7年度
課題 青果物の等級判定へのニューラルネットワークの応用に関する研究
寄付金額 1. 000千円
W その他
1伊藤太一(代表):交付年度 平成7年度
諜題 エコツーリズムにおける自然環境保全と観光利用のバランス~屋久島の森林鉄道
と西部林道改修を中心に-(環境科学研究科プロジェクト)
交付金額 500千円
?
「?
?
?
